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困難とされる FD において内視鏡画像の定量化が診断に役立つ可能性が示唆された． ま






1) FD の症状と画像特徴量とはほぼ相関すると考えて良いのか？ 
2) ビッグデータにおいて画像解析する際，粘膜に内視鏡が接触して発赤しているので
はないことをどのように担保するのか？ 
3) FD の治療によって発赤スコアがどのように変化するかなどの検証は行ったか？ 
 
以上の質問に対し，次の回答がなされた． 








1) 軽い十二指腸炎は FD なのか？ 





5) ROI 画像 64×64 ピクセルは実際にはどのくらいのサイズか． 
 
以上の質問に対し，次の回答がなされた． 





























5) 現状の内視鏡カメラは単眼であるため 3D 画像にすることはできないが，2 眼のステ







9) PubMed の検索結果では 画像解析を含むビッグデータ解析はまだまだ事例が少ない．
細胞レベルでの癌の識別や fMRI においていくつか研究報告はあったが内視鏡画像につ
いてはほとんど事例がない．本研究の結果をもって進めていきたい． 
 
以上のような質疑応答がなされたが，いずれにおいても的確な返答が得られた．本研
究は，診断の困難な機能性ディスペプシアにおける内視鏡画像の定量化およびメディカ
ル・マルチモーダル・マイニングをとおして診断支援の可能性を示唆した．発表内容に
加え今後本研究は、日進月歩の医用工学の進展とともに大きな発展性が予測される分野
でるという背景のもと、医療におけるビッグデータ解析に今後利用できる萌芽的かつ挑
戦的プロジェクトとして医学への貢献が大きいと考える． 
よって，本研究は横浜市立大学博士（医学）の学位に値するものと判定された． 
 
